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東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
彙
報

第
六
五
回　

平
成
二
〇
年
二
月
二
〇
日
（
水
）

議
題

一
．�

東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
の
交

替
に
つ
い
て

二
．
前
回
委
員
会
議
事
録
に
つ
い
て

三
．
東
京
大
学
史
史
料
室
予
算
に
つ
い
て

四
．�

東
京
大
学
史
料
室
定
期
刊
行
物
「
ニ
ュ
ー
ス
」・「
紀

要
」
の
編
集
発
行
に
つ
い
て

五
．
東
京
大
学
史
史
料
室
の
利
用
状
況
に
つ
い
て

六
．
そ
の
他

摘
要

議
題
一
に
つ
い
て
は
報
告
が
あ
っ
た
。

議
題
二
に
つ
い
て
は
前
回
議
事
録
の
報
告
が
あ
り
承

認
さ
れ
た
。

議
題
三
に
つ
い
て
は
平
成
一
九
年
度
執
行
予
算
と
平

成
二
〇
年
度
予
算
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

議
題
四
に
つ
い
て
は
進
捗
の
報
告
が
あ
っ
た
。

議
題
五
に
つ
い
て
は
史
料
室
業
務
の
進
捗
状
況
の
報

告
と
質
疑
応
答
が
あ
っ
た
。

議
題
六
に
つ
い
て
は
デ
ジ
タ
ル
・
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
に

関
し
て
委
員
の
意
見
交
換
が
あ
っ
た
。

○
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
及
び
幹

事
の
交
替

・
平
成
一
九
年
四
月
一
日
付

委
員
（
第
五
条
第
四
号
）
若
原
恭
総
長
補
佐
か
ら
高

橋
慎
一
朗
総
長
補
佐

委
員
（
第
五
条
第
五
号
）
史
料
編
纂
所
近
藤
成
一
教

授
よ
り
杉
森
玲
子
准
教
授

・
平
成
一
九
年
七
月
一
日
付

幹
事
（
第
八
条
第
二
号
）
財
務
部
下
間
康
行
部
長
よ

り
谷
合
俊
一
財
務
系
統
括
長

○
東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会
委
員
名
簿

　

平
成
一
九
年
七
月
一
日
付

　

委
員
長　

高

橋
　

進
（　

法　

・
教　

授
）

　

委
員　
　

川

上

憲

人
（　

医　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

西

村

幸

夫
（　

工　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

鈴

木
　

淳
（　

文　

・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

青

木

健

一
（　

理　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

松

本

武

祝
（　

農　

・
教　

授
）

　
　

〃　
　

石

原

俊

時
（
経　

済
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

岡

本

拓

司
（
教　

養
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

川

本

隆

史
（
教　

育
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

折

原
　

裕
（　

薬　

・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

仁

田

道

夫
（
社　

研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

堀
　

浩

一
（
先
端
研
・
教　

授
）

　
　

〃　
　

西

郷

和

彦
（
図
書
館
・
館　

長
）

　
　

〃　
　

高　

橋　

慎
一
朗
（
総

長

補

佐
）

　
　

〃　
　

杉

森

玲

子
（
史　

料
・
准
教
授
）

　
　

〃　
　

辻
　

敏

明
（
総
務
法
務
系
・
統
括
長
）

　
　

〃　
　

谷

合

俊

一
（
財
務
系
・
統
括
長
）

東
京
大
学
史
史
料
室
彙
報

　

�

平
成
一
九
年
二
月
よ
り
平
成
二
〇
年
一
月
末
ま
で
の
東

京
大
学
史
史
料
室
事
業
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

〈
資
料
収
集
・
調
査
活
動
〉

○
史
料
寄
託
・
受
贈
等
（
件
名
・
日
付
は
「
史
料
室
日
誌

抄
録
」『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）

　

寄
贈　

二
群

○
学
外
よ
り
の
受
贈
図
書
（
図
書
名
は
『
東
京
大
学
史
史

彙　

報
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六

料
室
ニ
ュ
ー
ス
』
に
掲
載
）
四
七
三
点

○
学
内
移
管
図
書
類　

一
三
〇
点

○
購
入
図
書　

四
八
点

〈
資
料
公
開
業
務
〉

○
研
究
活
動

　
『
東
京
大
学
史
紀
要
』（
年
一
回
発
行
）

　

編
集:

東
京
大
学
史
料
の
保
存
に
関
す
る
委
員
会

　

発
行:

東
京
大
学
史
史
料
室

　

第
二
五
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
発
行

Ｂ
５
版
八
九
頁　

七
〇
〇
部
印
刷　
　

○
広
報
活
動

　
『
東
京
大
学
史
史
料
室
ニ
ュ
ー
ス
』（
年
二
回
発
行
）

　

第
三
八
号　

二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
発
行

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷　
　

　

第
三
九
号　

二
〇
〇
七
年
一一

月
三
〇
日
発
行

Ａ
４
版
八
頁　

一
六
〇
〇
部
印
刷　
　

　

�『
古
在
由
直
史
料
目
録
』
二
〇
〇
七
年
三
月
三
一
日
発

行

Ａ
４
版
五
四
頁　

七
〇
〇
部
印
刷　
　

○
見
学

　

平
成
一
九
年
九
月
二
一
日

　
　

兵
庫
県
立
大
学
齋
藤
教
授
他
三
名
見
学

　

平
成
一
九
年
一一

月
二
二
日

　
　

情
報
学
環
小
川
ゼ
ミ
の
見
学

　

平
成
二
〇
年
一
月
二
八
日

　
　

教
育
学
部
清
水
ゼ
ミ
の
見
学

○
閲
覧

　

閲
覧
者
数　

延
四
六
名
（
学
内
一
五
名
、学
外
三
一
名
）

○
件
名

・
二
〇
世
紀
初
の
中
国
人
留
学
生
調
査
の
た
め
、『
留
学

生
関
係
』
大
正
一
四
～
一
五
年
、 

昭
和
二
年
を
閲
覧
。

・
二
〇
世
紀
初
の
中
国
人
留
学
生
調
査
の
た
め
、『
留
学

生
関
係
』
昭
和
三
～
六
年
を
閲
覧
。

・
昭
和
期
中
国
人
留
学
生
調
査
の
た
め
、『
留
学
生
関
係
』

昭
和
一一

～
一
二
年
を
閲
覧
。

・
戦
時
期
中
国
人
留
学
生
調
査
の
た
め
、『
留
学
生
関
係
』

昭
和
一
二
～
一
八
年
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
渡
邊
洪
基
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
復
刻
出
版
の
た
め
、『
小
池
行
松
氏
旧
蔵
史
料
目
録
』

を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
古
在
由
直
史
料
目
録
』
を
閲
覧
。

・
東
京
帝
国
大
学
全
学
会
及
び
東
京
大
学
学
生
自
治
会
に

関
す
る
研
究
の
た
め
、『
内
田
祥
三
史
料
目
録
』を
閲
覧
。

・
加
藤
弘
之
研
究
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
明
治
六

～
一一

年
を
閲
覧
。

・
講
談
社
学
術
文
庫
・
大
久
保
利
謙
『
明
六
社
考
』
挿
絵

掲
載
の
た
め
、『
加
藤
弘
之
日
記
』
明
治
六
年
～
八
年

を
閲
覧
。

・
東
京
帝
大
文
科
大
学
の
歴
史
研
究
の
た
め
、『
坪
井
九

馬
三
文
書
』、『
井
上
哲
次
郎
日
記
』
を
閲
覧
。

・
日
本
宗
教
学
研
究
の
た
め
、『
井
上
哲
次
郎
旧
蔵
書
簡
』

を
閲
覧
。

・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
没
後
、
百
周
年
記
念
事
業
関
係
調
査
の
た

め
、『
井
上
哲
次
郎
日
記
』
明
治
二
六
～
三
四
年
、
ノ
ー

ト
を
閲
覧
。

・
論
文
作
成
の
た
め
、『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
明
治
四

年
を
閲
覧
。

・
大
学
南
校
の
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
四

年
を
閲
覧
。

・
東
京
大
学
前
史
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治

四
年
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
八
年
を
閲
覧
。

・
学
友
会
関
係
調
査
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
三
、四
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祥
三
談
話
速
記
録
（
八
）

年
、『
運
動
会
報
』
創
刊
号
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和
七
～
一
九

年
を
閲
覧
。

・
明
治
一
〇
年
代
に
お
け
る
ピ
ア
ノ
輸
入
に
関
す
る
論
文

作
成
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
明
治
一一

～
一
三
年
、

『
重
要
書
類
彙
集
』
明
治
一
二
～
二
〇
年
を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
文
部
省
往
復
』
昭
和

九
、一
二
、一
三
、一
五
～
一
八
、二
〇
、二
一
、『
支
那
留

学
生
関
係
』
大
正
一
四
、一
五
、
昭
和
二
～
一
八
年
を

閲
覧
。

・
放
送
大
学
講
義
『
大
学
と
社
会
（
二
〇
〇
八
年
）
第
五

回
日
本
の
近
代
化
と
大
学
』
の
史
料
調
査
の
た
め
、『
重

要
書
類
彙
集
』自
明
治
一
二
年
至
明
治
二
四
年
を
閲
覧
。

・
研
究
の
た
め
、『
受
験
提
要
』
昭
和
三
年
度
版
、
大
正

一
三
年
度
版
、『
帝
國
大
學
年
鑑
』
昭
和
一
九
年
度
版

を
閲
覧
。

・
学
位
論
文
作
成
（
東
北
大
学
出
版
会
よ
り
刊
行
予
定
）

の
た
め
、『
校
中
往
復
』
明
治
一
七
年
分
を
閲
覧
。

・「
安
田
記
念
講
堂
と
日
の
出
石
」
の
研
究
の
た
め
、『
安

田
家
寄
附
、東
京
帝
国
大
学
大
講
堂
上
棟
式
記
念
』、『
東

京
帝
国
大
學
大
講
堂
建
築
概
略
』、『
最
新
建
築
設
計
叢

書
』
を
閲
覧
。

・
安
田
講
堂
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
大
講
堂
』（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）、『
大
講
堂
上
棟
式
記
念
』
を
閲
覧
。

・
大
学
附
属
施
設
に
関
す
る
研
究
の
た
め
、『
自
昭
和

弐
年
度
至
昭
和
拾
年
九
月
寄
附
関
係
書
類
』、『
明
治

四
十
四
年
日
光
旧
植
物
分
園
土
地
及
建
物
売
却
ニ
関
ス

ル
書
類
』、『
昭
和
二
十
二
年
三
月　

国
有
財
産
現
在
額

調
』
を
閲
覧
。

・
研
究
の
た
め
、『
入
学
案
内
』
を
閲
覧
。

・
先
端
研
二
〇
年
史
調
査
の
た
め
、『
工
学
部
ニ
ュ
ー
ス
』

を
閲
覧
。

・
学
術
研
究
の
た
め
、『
東
京
大
学
学
生
新
聞
』
を
閲
覧
。

・
奥
田
義
人
資
料
展
の
た
め
、『
明
治
十
六
年
十
月

二
十
七
日
事
件
書
類
』
を
閲
覧
。

・
学
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
の
百

年
』、『
東
京
大
学
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
百
年
』、『
東
京

大
学
そ
の
百
年
』
を
閲
覧
。

・
学
友
会
ニ
ュ
ー
ス
の
調
査
の
た
め
、『
卒
業
ア
ル
バ
ム

　

一
九
八
六
』
を
閲
覧
。

・
中
国
人
留
学
生
の
調
査
の
た
め
、『
帝
国
大
学
一
覧
』

（
一
九
三
五
、三
六
）
を
閲
覧
。

・
企
業
創
業
Ｄ
Ｖ
Ｄ
制
作
の
た
め
、『
東
京
帝
国
大
學
写

真
帖
』、『
東
京
帝
国
大
学
百
年
史　

通
史
一
』
を
閲
覧
。

・
東
京
大
学
の
国
際
化
調
査
の
た
め
、『
東
京
大
学
概
要
』

（
英
文
版
）
を
閲
覧
。

○
照
会

　

照
会
者
数　

延
七
〇
名
（
学
内
三
一
名
、学
外
三
九
名
）

・
オ
オ
タ
ニ
・
リ
ョ
ウ
キ
チ
と
い
う
理
学
部
卒
業
生
に
つ

い
て
。

・
一
九
七
〇
年
代
の
大
学
収
入
が
載
っ
て
い
る
も
の
は
あ

る
か
。

・
大
学
史
編
纂
終
了
後
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
ズ
組
織
、
機
能
に

つ
い
て
。

・
航
空
研
究
所
関
係
の
史
料
は
あ
る
か
。

・
文
化
政
策
学
、
文
化
情
報
学
、
文
化
資
源
学
な
ど
に
つ

い
て
。

・
旧
制
第
一
高
等
学
校
の
学
生
服
に
つ
い
て
。

・
工
部
大
学
校
当
時
の
史
料
は
現
存
す
る
か
。

・
戦
後
の
総
長
の
社
会
的
な
地
位
に
つ
い
て
。

・
小
泉
八
雲
の
写
真
等
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
明
治
二
三
年
九
月
の
農
学
部
の
名
称
。

・
南
校
・
開
成
学
校
当
時
の
教
員
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て
。

教
員
（
兵
学
）
で
あ
っ
た
祖
父
に
つ
い
て
知
り
た
い
。

・
戦
前
・
戦
後
期
に
か
け
て
の
帝
大
学
生
の
読
書
調
査
に

つ
い
て
。

・
祖
父
が
明
治
一
八
年
に
医
学
部
を
卒
業
し
た
。
当
時
の

医
学
部
の
開
講
科
目
な
ど
が
分
か
る
資
料
は
あ
る
か
。

・
か
つ
て
東
大
で
陶
磁
器
と
か
ガ
ラ
ス
、
セ
メ
ン
ト
と
か
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行
っ
て
い
た
学
科
を
知
り
た
い
。

・
昭
和
三
〇
年
代
に
、
大
量
の
土
器
な
ど
を
学
内
で
移
動

し
た
記
憶
が
あ
る
が
、
い
ま
そ
れ
ら
は
ど
こ
に
所
蔵
さ

れ
て
る
か
。
ま
た
、
当
時
の
担
当
教
員
に
つ
い
て
も
知

り
た
い
。

・
日
本
武
道
館
で
の
入
学
式
再
開
は
い
つ
か
ら
か
。

・
画
家
堀
文
子
（
八
九
歳
）
の
自
伝
を
編
纂
し
て
い
る
が
、

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
彼
女
が
農
学
部
で
稲
の
研
究

作
業
に
従
事
し
た
事
実
に
つ
い
て
。

・
昌
平
校
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
。

・
赤
門
と
安
田
講
堂
の
文
化
財
指
定
に
つ
い
て
。

・
東
京
大
学
の
沿
革
・
名
称
変
遷
に
つ
い
て
。

・
豊
田
二
十
子
が
寄
贈
し
た
と
さ
れ
る
、
今
関
一
馬
作
の

絵
画
・
壁
画
は
現
存
す
る
か
。

・
明
治
一
七
年
ご
ろ
の
法
学
部
お
雇
い
外
国
人
ル
ー
ド
ル

フ
に
関
す
る
資
料
を
探
し
て
い
る
。

・
三
四
郎
池
の
正
式
名
称
は
な
に
か
。

・
明
治
期
に
開
催
さ
れ
た
高
等
教
育
会
議
に
つ
い
て
。

・
明
治
期
の
大
学
写
真
ア
ル
バ
ム
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
大
正
一
四
年
の
卒
業
式
は
い
つ
か
。

・
南
校
に
明
治
三
年
入
学
し
た
で
あ
ろ
う
山
村
一
蔵
の
照

会
。

・
一
九
二
〇
年
代
に
文
学
部
宗
教
学
に
在
籍
し
た
人
物
に

つ
い
て
。

・
法
学
部
教
授
で
あ
っ
た
中
田
薫
教
授
の
回
想
記
な
ど
の

所
在
。

・
帝
国
大
学
時
代
の
学
生
の
服
装
に
つ
い
て
。

・
総
合
図
書
館
内
に
、
明
治
一
六
年
事
件
の
書
類
は
あ
る

か
。

・
万
歳
三
唱
の
起
源
に
つ
い
て
、
本
学
と
か
か
わ
り
が
あ

る
か
。

・
明
治
一
〇
年
に
、
医
学
部
の
教
員
で
あ
っ
た
山
村
一
蔵

に
つ
い
て
。

・『
旧
制
高
校
研
究
必
携
』（
二
〇
〇
〇
年
）
は
ど
こ
が
刊

行
し
た
も
の
か

・
明
治
一
〇
年
代
の
諮
詢
会
記
録
に
つ
い
て
。

・
明
治
期
の
工
部
大
学
校
卒
業
論
文
の
所
在
に
つ
い
て
。

・
明
治
二
二
年
七
月
二
五
日
に
発
せ
ら
れ
た
内
閣
総
理
大

臣
の
内
訓
は
あ
る
か
。

・
明
治
期
医
学
部
生
の
入
学
及
び
卒
業
の
時
期
に
つ
い

て
。

・
大
正
期
の
ア
ジ
ア
留
学
生
の
関
係
書
類
は
あ
る
か
。

・
小
金
井
良
精
の
史
料
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
は
あ
る
か
。

・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
関
係
の
史
料
は
所
蔵
さ
れ
て
い
る
か
。

・
明
治
二
三
年
こ
ろ
の
文
学
部
の
正
式
名
称
は
。

・
東
京
大
学
史
史
料
室
の
室
長
は
だ
れ
か
。

・
東
京
帝
国
大
学
か
ら
東
京
大
学
へ
と
名
称
が
変
わ
っ
た

の
は
い
つ
か
。

・
帝
国
大
学
の
定
義
。

・
昭
和
一
〇
年
～
二
〇
年
の
間
で
「
徳
川
」
と
言
う
名
前

の
総
長
が
い
る
か
。

・
関
東
大
震
災
以
降
、
本
学
か
ら
他
大
学
、
外
国
に
向
け

て
発
し
た
図
書
の
寄
贈
依
頼
に
つ
い
て
。

・
東
京
大
学
の
卒
業
が
三
月
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
。

・
大
正
六
年
に
在
籍
し
て
い
た
と
さ
れ
る
中
国
人
留
学
生

に
つ
い
て
。

・
一
高
寮
歌
の
音
源
を
手
に
入
れ
た
い
。

・
明
治
期
の
ベ
ル
ツ
離
日
会
の
写
真
に
つ
い
て
。

・
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
銀
杏
は
、
も
う
実
を
つ
け
た
か
。

・
第
一
高
等
学
校
は
帝
国
大
学
の
前
身
か
。

・
写
真
や
八
ミ
リ
・
フ
ィ
ル
ム
は
、
ど
の
よ
う
に
保
存
す

れ
ば
よ
い
か
。

・
昭
和
二
二
年
九
月
の
卒
業
生
名
簿
は
あ
る
か
。

・
初
代
帝
大
総
長
を
務
め
た
渡
邉
洪
基
の
読
み
仮
名
。

・
戦
前
、
経
済
学
部
が
で
き
た
の
は
い
つ
か
。
経
済
学
部

が
で
き
る
前
、
経
済
学
科
は
ど
こ
に
あ
っ
た
か
。

・
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
に
か
か
わ
る
海
外
留
学
奨
学
金

に
関
す
る
資
料
は
あ
る
か
。

・
工
部
美
術
学
校
関
係
史
料
の
所
在
に
つ
い
て
。



七
九

内
田
祥
三
談
話
速
記
録
（
八
）

・
東
京
都
指
定
の
歴
史
建
物
（
本
郷
）
に
つ
い
て
。

・
史
料
室
の
構
成
・
位
置
づ
け
等
に
つ
い
て
。

・
赤
門
・
番
所
や
加
賀
屋
敷
に
つ
い
て
。

・
明
治
期
の
選
科
に
つ
い
て
。

・
本
学
名
誉
教
授
よ
り
の
相
談
で
、
機
械
科
当
時
の
講
義

ノ
ー
ト
な
ど
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

・
東
京
大
学
創
立
一
三
〇
周
年
記
念
行
事
に
関
す
る
報
道

に
つ
い
て
。

・『
文
部
省
及
諸
向
往
復
』
甲
（
明
治
四
年
）
は
あ
る
か
。

・
明
治
期
に
ツ
ク
シ
某
教
授
と
い
う
人
物
が
大
学
に
い
た

か
ど
う
か
。

・
工
部
大
学
校
の
顕
彰
碑
は
ど
こ
に
あ
る
か
。

・
祖
父
が
大
学
予
備
門
に
在
籍
し
て
い
た
の
で
、
関
係
史

料
は
あ
る
か
。


